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いては、Windfuhr and Perry(2009)を参考にした転写方式に則って、統一することとする。 
1. 先行研究
Mahootian(1997: 32-34, 203-205)によると、-iには名詞句の不定を表わす用法と関係節を





表 1: 接尾辞-iの用法別説明の有無 
Mahootian(1997) Windfuhr and Perry(2009) 吉枝(2011) 
不定 ○ ○ ○ 
特定 × ○ × 
指示的用法・トピック ○ △(類似記述有) ○ 
程度の軽微さ × × ○ 
割合・割り当て × × ○ 
(Mahootian 1997, Windfuhr and Perry 2009, 吉枝 2011 をもとに筆者作成) 
1
ペルシア語はインド・ヨーロッパ語族インド・イラン語派イラン語群に属し、イランおよびその周辺諸
国で計 1億 1千万人に広く使用されている。文字は、アラビア語にない音(/p, č, ž, g/)を表記するための 4
つの文字(پ =/p/ , چ =/č/ , ژ =/ž/ , گ =/g/ )をアラビア文字に加えた計 32字のペルシア文字を使用する。
ペルシア語には母音/a, e, o, ā, i, u/ （通常 ā, i, uは長めに発音される）と二重母音/ey, ow/ と子音/p, b, f, v, m, 
n, t, d, s, z, š, ž, č, j, r, k, g, q, x, ʾ, h, l, y, w/ がある。基本語順は「（主語）＋（目的語）＋動詞」である。 
(Windfuhr and Perry 2009: 416- 430, 479 要約) 
2
例として、修飾の-iは強勢を伴う。名詞の後につけて形容詞を作るときなどに使われる。例: qave「コー
ヒー」, qave-i「茶色の」(以上 Mahootian 1997: 276 要約)
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（相原 2015: 158 引用） 
2. 調査
卒業論文では、新聞と説話集を用いて、-iのつく名詞句を手作業で抽出した。
2.1. 調査 1とその結果 
イランの新聞紙 Iran の Web 公開版(2015/06/22 付)の 1 面(総語数 3032)を用いて、-i のつ
く名詞句を抽出し、修飾句が先行するもの、関係節が後続するもの、修飾句が後続するも
の、修飾句が接続しないものに分類し、数を集計した。 
結果を表 2に示す。-iのつく名詞句は全部で 53例見つかった。 




















(1) in  šahr  sābeqe-ʾi tulāni dar mobārezāt-e madani barāye  ehqāq-e 
this city background-I long in struggle.PL-EZ  civil for protection-EZ 
hoquq-e siyāhpust-ān dar āmrikā  dār-ad. 





(2) ammā aksariyat budan-e kešvar-hā-ye kuček, bayāngar-e 
but majority  be.INF-EZ country-PL-EZ small  demonstrative-EZ 
čiz-i nist joz-e in  vāqeʾiyat  ke  aksar-e kešvar-hā-ye jahān yā 
thing-I NEG.be.PRES.3.SG  except this fact REL most-EZ country-PL-EZ world or 
aksariyat-e aʾzā-ye sāzmān-e#mellal  kešvar-hā-ye kuček hast-and. 
majority-EZ member.PL United Nations country-PL-EZ small  be.PRES-3.PL 
“しかし小国たちが多数派であるということは、世界のほとんどの国や、国連加盟国のほ
とんどが小国であるという事実以外、何も示唆しない。” 
 これは後ろに否定語を伴って、英語の any のような意味を表す用法の例である。-i のつ
いた名詞“こと”はその具体的内容を想定して発話されていないと予想でき、不定的であ
る。 














（以上 黒柳・日下部訳注 1989 解説 vi-x 要約） 
 数十年前の資料であるが、現代ペルシア語で書かれており、日本語訳が付され内容の解
釈の助けになると判断したため、同書を資料に用いた。 




















Windfuhr and Perry(2009:485) 要約 
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表 3: 調査 2結果 
特徴 用例数 
不定的特徴 初出 122 
「少しも」などを表わすもの 23 
集団の一部分 19 



















(3) šab-i dozd-i be xāne-ye molla āmad. 







(4) xub ast u rā  be-baxš-id va az  u kine-ʾi be del na-gir-id. 






(5) agar  bāvar  na-dār-id qāz-hā-ʾi ke  dar kenār-e estaxr istāde-ʾand 








(6) molla belā-fāsele  barxāst va tekke-ye čub-e boland-i rā  ke  
Molla without-interval get up.PAST.3.SG and stick-EZ wood-EZ long-I DO REL
dar guše-ye  otāq  nehāde  bud be#dast#gereft  va goft. 






(7) qadr-i touzih#be-deh tā be-gu-yam. 
extent-I explanation#IMP-give.PRES.2.SG so that SUB-say.PRES-1.SG 
“わしが答える為にちょっと説明してくれ。”(p. 16-17) 
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(8) molla fekr-i#kard    va goft












の名詞句が新聞においては 53 例中 8 例（約 15%）のみ確認されたのに対し、物語におい
























# 複合動詞の語境界/1 一人称/2 二人称/3 三人称/EZ エザーフェ（修飾関係を表す連結辞）
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